
●アルプスの南の光

ルガーノはスイス南部ティツィーノ地方の街で

ある。アルプスの南にルガーノ湖が拡がり，その

湖の対岸はイタリアである。この街はリゾート地

として知られ，湖の周りには世界各地の所有者が

もつ大小さまざまな別荘が点在している。また，

この街のもうひとつの産業は銀行である。リゾー

トと銀行のおかげで，人々は数カ国語を話し，治

安はよく清潔である。

この街にリゾートに来る人々が求めているのは，

山々と澄んだ湖，そして明るい光である。アルプ

スの北からやって来ると，峠を越えたとたんに光

の質がまぶしく変化する。アルプスの南では，こ

の光が地中海までつながっているのだということ

を実感することができるのだ。ルガーノの駅を降

りると，眼前に独特の姿をした山々がそびえ，そ

のふもとに湖と街が，明るい光に照らされて輝い

ている。山と湖と光，そして街。ここで大切なこ

とは，この街の人々も，ここにやって来る人々も，

この街に求めているものは何か，をよく理解して

生活していることである。すばらしい景観は，こ

れが理解されている証拠にほかならない。

街の中心は湖畔にあり，駅からはケーブルカー

に乗って下りる。街は中世にさかのぼる歴史をも

ち，中心部は狭く入り組んだ街路になっているが，

その面積は狭く，近代の建物で形成された地区と

違和感なく連続している。近代の建物のなかで重

要なのは，この街に事務所をもつ建築家，マリ

オ・ボッタの作品である。ボッタの建築はティツ

ィーノ地方に多く点在しているが，いずれも近代

建築でありながら，伝統的な地域の材料や構法を

使い，文字通り落ち着いた雰囲気をもっている。

ボッタだけでなくスイスには近代の技術とデザイ

ンをふまえつつ，土地に根付いた設計をする建築

家が多いように思う。ルガーノの建物も多くが近

代建築なのだが，過度に目立つことなく，節度を

もって建てられている。

ルガーノには，特別な史跡や名所があるわけで

はなく，リゾートの人々も特に何かをするわけで

もない。しかし，何もしないこと，ただ環境に身

を置くこと，人々はそのことだけのために世界中

からここにやって来るのである。

●なぜここに住みたいのか

ヨーロッパの都市を旅するたびに感じるのは，

その街にとって大切なものは何か，を市民がよく

考え，それを維持する努力がなされていることで

ある。何よりも景観がそのことを物語る。ルガー

ノは別荘地なので定住している人は多くないが，

別荘をもつ

人は，環境

を積極的に

求めてこの

場所を選ん

でいるわけ

だから，自

分がこの場

所に何を求

めているの

かについて，

より自覚的

であると考

えられる。

ルガーノに

図2 ランシーラ・ビル　市中にあるマリオ・ボッ

タの作品，屋上に植えられた木が印象的

図1 ルガーノ駅前からの景観　右下にルガーノ湖，左端はサン・ロレン
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